
三ノ耕地遺跡（比企郡吉見町）

　　このエリアが三ノ耕地遺跡/左手に説明板が見える



　　　田圃のど真ん中に、ぽつんと説明板が立っている 📹 video

https://youtu.be/T3mQmSyuwTU


三ノ耕地遺跡は弥生時代から古墳時代前期にかけての前方後方形墳墓と方形周溝墓群で、方形周溝墓28基と前方後方形墳墓3基が発掘されている



現状は埋戻しされ、田圃となっていて跡形もない/「塚」と印をした場所には木々が茂っている/３・4号墳は上部の住宅の周辺 📹 video

https://youtu.be/cYFn0ClH47c


　　　　三ノ耕地遺跡全体図（吉見町埋蔵文化財センターのパンフレットより）

「三の耕地遺跡では縄文時代の遺構のほかに古墳時代初頭（約1700年前）

の巨大な前方後方墳を検出しました。

墳長48.8mの１号墳と墳長30mの２号墳で、溝を含めるとそれぞれ69mと

40ｍになります。

また、この２基の古墳とは180度向きを変えて、推定墳長23.4m、推定全長

27mの３号墳も検出しました。

そして、これらの古墳を取り囲むように28基の方形周溝墓を検出しています。

方形周溝墓とは、溝で四方を囲みその内側に盛り土をして遺体を埋葬した

墓です。

１つの遺跡で前方後方墳が３基確認された例は全国的にも非常に珍しく、

埼玉県内では類例がありません。

遺跡の東側ではこの時代に川が流れていたことを確認しました。

この旧河道からは、スキ・キネなどの木製品や加工材・自然木が多量に

出土しました。

このうちスキは丁寧に並んでいたことから墓掘りや祭りに使った道具を

置いていったことが想像できます。」

　　吉見町埋蔵文化財センター　展示キャプション　より



　拡大版　①　/古代の官道が通っていた場所でもあるようだ



　　拡大版　②　/「塚」と印をした場所は、方形周溝墓SR８の辺りと思われる



拡大版　➂　/この部分は、現在住宅が建っている周辺と思われる



これは説明板と反対側（東側）から、遺跡のエリアを見たところ 📹 video

https://youtu.be/Ze1_3NctFRA


　方形周溝墓SR８と思われる辺りをアップで見たところ



　　　これは「埼玉県の前・中期大型古墳編年表」/比企地方の三ノ耕地1号墳は1期（3世紀中ごろ-3世紀後半ごろ）の築造とされる
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